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需要の停滞

加茂市中小企業景況調査報告（平成２５年４月～６月期）

建　設　業 製　造　業 卸　売　業 小　売　業 サービス業

　全業種のＤＩ平均値は、前期（１～３月期）の△４６．２ポイントから３１ポイント大幅に改善され、△１５．２ポイントとなった。業種別では卸
売業で１０３ポイントの大幅な回復がみられたが、建設業、製造業、小売業は若干の回復にとどまり依然厳しい状態が続いている。
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※（　）は前回調査時のＤ・Ｉ値

（25≦DI<50） （0≦DI<25） （△25≦DI<0） （DI<△25）（50≦ＤＩ）

※当所では分析にあたってＤ・Ｉ（好転したとする企業割合から悪化したとする企業割合を差し引いた値）を採用しました。

今期は災害復旧関
連工事等、公共工事
が季節的に出始めて
いる。

また、住宅関係の消
費税増税前の駆け込
み需要もあり、業況ＤＩ
値は若干ではあるが回
復した。

工事の発注数は多い
が、依然として材料価
格の上昇が続いてお
り、採算面では４ポイン
ト悪化した。

業種別
コメント

購買意欲を引き出す
きっかけが見出せず全
項目ともにほぼ横ばい
状態である。

今後は価格競争では
なく各個店の特長を生
かし、独自のサービス
を提供することで他店
との差別化を図り、集
客力を上げることが必
要である。

新年度を迎え歓迎会
などの季節的要因もあ
り、業況ＤＩ値は若干の
回復を見せているが、
材料価格の上昇が続
いており資金繰り面で
１ ３ ポ イ ン ト の 悪 化 と
なった。

材料価格の上昇等
厳しい状況は続くが、
個店独自の季節イベン
トや顧客リストを活用し
たＤＭなど既存顧客の
来店回数の増加、新
規顧客の獲得等、集
客策への取り組みによ
り売上の確保が必要で
ある。

他業種の全体的な回
復に伴い関連企業の
ＤＩ値が大幅に回復し
た。

仕入価格の上昇が続
く中、販売価格へ転嫁
できない企業が多く、
来期の見通しについて
は採算面や資金繰りで
若干の不安が残る。

厳しい競争を生き残
るためには業界動向を
分析するとともに情報
力の強化を図り、提案
型の営業で顧客への
アピールを続けること
が必要である。

全項目とも若干では
あるが回復 傾向 にあ
る。

しかし、依然として原
材料価格の高騰や海
外との競争等による受
注先からのコストダウン
要求は止まらず、利益
率の改善までには至っ
ていない。

今後も引き続き積極
的な営業活動や技術
革新、付加価値の高い
受注獲得が望まれる。
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